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暦　　年 200₈ 200₉ 2010 2011 2012
日　　本 －　4.2 －10.3 －　₉.₆ －10.₅ －　₉.1
アメリカ －　₆.₅ －12.₇ －10.3 －　₉.₉ －　₇.₈
イギリス －　4.₉ －10.3 －10.2 －　₈.₅ －　₇.0
ユーロ圏 －　2.1 －　₆.4 －　₆.1 －　4.3 －　3.4
世界全体 －　1.₉ －　₆.₇ －　₅.₅ －　4.₆ －　3.₇





















年平均 1₉₈₆⊖₉0 ₉1⊖₉₅ ₉₆⊖2000 2001⊖0₅ 200₆⊖10


































順位 1₉₇₅年度 ₈₅年度 ₉₅年度 200₅年度 2010年度
第１位 地方財政関係費 国債費 社会保障関係費 社会保障関係費 社会保障関係費
（20.₈） （10.2　1₉.₅） （1₉.₆） （24.₈） （2₉.₆）
第２位 社会保障関係費 地方財政関係費 国債費 国債費 国債費
（1₈.4） （1₈.₅） （13.2　1₈.₆） （1₈.4　22.4） （20.2　20.₉）
第３位 公共事業関係費 社会保障関係費 地方財政関係費 地方財政関係費 地方財政関係費
（13.₇） （1₈.2） （1₈.₆） （1₇.₇） （1₉.4）
第４位 文教・科学振興費 公共事業関係費 公共事業関係費 公共事業関係費 公共事業関係費
（12.4） （12.1） （13.0） （₉.2） （₆.₆）
第５位 防衛関係費 文教・科学振興費 文教・科学振興費 文教・科学振興費 文教・科学振興費
（₆.2） （₉.2） （₈.₆） （₇.0） （₆.0）
第６位 国債費 防衛関係費 防衛関係費 防衛関係費 防衛関係費
（1.0　4.₉） （₆.0） （₆.₇） （₅.₉） （₅.0）




























順位 ₈₅年度 ₉₅年度 200₅年度 200₉年度
第１位 人件費 普通建設事業費 人件費 人件費
（32.0） （31.4） （2₇.₉） （24.₉）
第２位 普通建設事業費 人件費 普通建設事業費 普通建設事業費
（2₆.₈） （2₆.1） （1₆.₆） （1₅.0）
第３位 公債費 公債費 公債費 公債費
（10.2） （₈.₇） （1₅.4） （13.4）
第４位 物件費 物件費 物件費 補助費等
（₆.₇） （₇.4） （₈.₆） （11.1）
第５位 扶助費 補助費等 扶助費 扶助費
（₆.₆） （₅.₉） （₈.₅） （₉.₅）
第６位 補助費等 扶助費 補助費等 物件費
（₅.3） （₅.₆） （₈.0） （₈.3）
義務的経費 （4₈.₈） （40.4） （₅1.₈） （4₇.₈）
歳出総額 （₅₆.3　100.0） （₉₈.₉　100.0） （₉0.₇　100.0） （₉₆.1　100.0）

































　（ⅰ） g ＞ i の場合，  に収束する。
　（ⅱ） g ＜ i の場合，無限大に発散する。
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となる。また，将来世代の最適条件は，
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家計 法人企業 計 一般政府 経常海外余剰
1₉₈0⊖₈4 ₇.₆ ⊖3.3 4.3 ⊖2.3 1.1
　　₈₅⊖₈₉ ₅.₇ ⊖3.₅ 2.2 　0.₉ 3.2
　　₉0⊖₉4 ₆.1 ⊖₅.₈ 0.4 　0.₅ 2.4
　　₉₅⊖₉₉ ₅.4 ⊖1.₇ 3.₈ ⊖4.1 2.1
2000⊖04 2.₈ 　3.0 ₅.₈ ⊖₆.1 2.₉







































1₉₈0⊖₈4 1₅.₅ 11.₉ 2₇.4 　3.1 1₈.₆ 31.4
　　₈₅⊖₈₉ 13.1 12.₉ 2₅.₉ 　₅.₇ 1₈.₈ 32.₆
　　₉0⊖₉4 12.₉ 11.2 24.1 　₆.1 1₉.0 32.₈
　　₉₅⊖₉₉ 11.1 13.0 24.1 　1.₈ 12.₉ 2₈.₆
2000⊖04 　₇.4 1₆.₆ 24.0 ⊖1.₆ 　₅.₈ 2₆.1










1₉₉0⊖₉4 ₇₉.0 ₅0.₆ 　　2₈.4　 　2.₆ 　2.1 23.₇ 4.1
　　₉₅⊖₉₉ 4₉.0 4₇.₈ 　　1.2 　2.4 ⊖0.1 ⊖1.0 2.0
2000⊖04 40.4 ₆0.1 ⊖1₉.₇ ⊖₅.0 ⊖1.₈ ⊖13.0　 2.4


















































1₉₇0⊖₇4 1₆.₈ 12.3 2₉.1 ₇.3 24.0 3₈.3
　₇₅⊖₇₉ 1₉.₆ 　₈.4 2₈.0 3.0 22.₆ 32.1

































　年度 可処分所得（純） 家計消費 貯蓄（純）
1₉₈0⊖₈4 100 100（₈3） 100（1₇）
　　₈₅⊖₈₉ 12₅ 130（₈₆） 10₅（14）
　　₉0⊖₉4 1₆2 1₆₈（₈₆） 132（14）
　　₉₅⊖₉₉ 1₇1 1₈4（₈₉） 10₇（11）
2000⊖04 1₆1 1₈₅（₉₅） 　4₇（　₅）








































































1.₅ 3.0 ₇.0 1.₅ 3.0 ₇.0 
貸出・債券 31₇ 2₉₅ 244 保険年金準備金 41₉ 41₉ 41₉
その他の債権 133 133 133 純資産 31 ９ ⊖42








1.₅ 3.0 ₇.0 1.₅ 3.0 ₇.0 
貸出・債券 ₉20 ₈₈3 ₇₈2 預金等 1001 1001 1001
その他の債権 141   141 141 純資産   ₆0  23  ⊖₇₈
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